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藤井寺市は、大阪府南河内地域の北部に位置し、面積はおよそ９㎢で、国

内５番目の小さな市です。

本市域は、旧石器時代や縄文時代の古から人々の営みが認められ、世界遺

産である古市古墳群、西国三十三所第五番札所の葛井寺をはじめ、菅原道真

ゆかりの道明寺、道明寺天満宮など、多くの国宝や重要文化財を有する寺社

もあり、豊かな歴史的環境に恵まれています。また、かつてはプロ野球近鉄

バファローズの本拠地であった藤井寺球場は球団の移転後、歴史遺産との調

和を図りながら良好な住宅地として整備されてきました。令和６年３月に策

定した第六次藤井寺市総合計画では「～人と歴史が活きる未来へ～　笑顔と

活気に満ちた快適なまち　ふじいでら」をまちの将来像とし、独自の歴史文

化を活かすまちづくりを進めることとされています。

古市古墳群は、およそ４km 四方の藤井寺市と羽曳野市にまたがる範囲に

あり、かつては１３０基以上の古墳を擁していました。現存する古墳は４５

基ですが、古墳群の特徴を良く残すことから、令和元年に、堺市にある百舌

鳥古墳群とともに国内２３番目の世界遺産に登録され、日本の古墳時代の代

表として、人類共有の稀有な文化遺産に認められました。

本計画は、史跡古市古墳群の本質的価値を保存することとともに、その価

値を伝え、学びの場、文化的活動及び憩いの場として、市民をはじめ多くの

人々が親しめるように活用を図ることを大切な観点として、史跡古市古墳群

整備検討委員会において検討を重ね、策定したものです。本計画をもとに、

本古墳群の保存活用、整備を推進し、未来へ確実に継承してまいります。

末尾になりますが、本計画を策定するにあたり、整備検討委員会の委員を

はじめ、文化庁、大阪府教育庁文化財保護課や関係機関の皆様から、幅広い

ご指導とご協力を賜りました。ここに深く感謝申し上げますととともに、今

後は本計画を進めるにあたり、引き続きご指導、ご支援を賜りますようお願

い申し上げます。

令 和 ７ 年 ３ 月

藤井寺市教育委員会

教育長　見浪　陽一
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大阪府の東南部に位置する羽曳野市は、金剛、葛城の山並みを仰ぎ、石川

がゆるやかに流れる、水と緑に恵まれた自然豊かなところです。このような

自然環境は太古の昔から人々の暮らしに恵みを与え、文化を育み、長い時の

流れの中で培われた数多くの歴史遺産は今も大切に受け継がれています。本

市では、これらの豊かな自然や文化財を活かしつつ、第６次羽曳野市総合基

本計画（後期計画）の施策目標のひとつに“歴史・文化が息づき心身ともに

躍動するまち”をテーマに、まちづくりを進めています。

この歴史・文化の中でも、特に古市古墳群は百舌鳥古墳群とともに令和元

年度に世界遺産に記載され、その普遍的価値の保護と継承が不可欠となりま

した。また、文化財保護法では、これまで受け継がれた文化財は万全な保護

を図った上で、広く国民に公開・活用する方針が示されています。

本計画は、これらの点を踏まえ、史跡古市古墳群の本質的価値を確実に保

存する観点と、分かりやすく伝達し、体感できるようにする観点を整理し、

多くの皆さまに古墳に親しんでいただける整備の手法や活用の有り方につい

て、整備検討委員会にお諮りし、議論・検討して策定したものです。

文末になりますが、本計画の策定にあたり整備検討委員会の先生方をはじ

め、文化庁並びに大阪府教育庁や関係機関の皆さまには多大なご指導とご協

力を賜りましたことに厚く感謝申し上げます。今後は、本計画を市民の皆さ

まと共有し、古市古墳群の整備や公開への取組みを推進してまいりますので、

引き続きご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

令 和 ７ 年 ３ 月

羽曳野市教育委員会

教育長　村田　明彦



例　言

１．本書は、大阪府藤井寺市・羽曳野市に所在する史跡古市古墳群の整備基本計画（第

２次）である。

２．本基本計画の策定事業は、令和５・６年度に「国宝重要文化財等保存整備費補助

金（歴史活き活き！史跡等総合活用事業費補助金）」の補助を受け、藤井寺市教育

委員会が事業主体となり、羽曳野市教育委員会と共同で実施した。

３．本基本計画は、藤井寺市教育委員会及び羽曳野市教育委員会が、各市教育委員会

の「古市古墳群整備検討委員会規則」に基づき設置した「史跡古市古墳群整備検

討委員会」による審議・検討によりまとめたものを、藤井寺市教育委員会及び羽

曳野市教育委員会が所定の手続きを経て作成したものである。

４．策定に関わる事務は、藤井寺市教育委員会教育部文化財保護課、羽曳野市教育委

員会生涯学習部文化財・世界遺産室が担当し、関連作業を株式会社イビソク関西

支店に業務委託した。

５．本基本計画策定にあたり、以下の関係機関の方々から多大なご協力と指導を賜っ

た。記して厚くお礼を申し上げる次第である。（敬称略・順不同）

文化庁文化財第二課・文化資源活用課、宮内庁書陵部陵墓課、大阪府教育庁文化

財保護課、百舌鳥・古市古墳群世界遺産保存活用会議事務局、堺市文化観光局歴

史遺産活用部世界遺産課・文化財課

６．本書で使用する現況図などの地図は、地形・工作物などの概略を示すもので、土

地境界や建築位置などを厳密に示すものではない。
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第１章　整備基本計画策定の経緯と目的

１．策定に至る経緯

藤井寺市と羽曳野市に跨って所在する古市古墳群（以後、「本古墳群」と言う）は、大王墓と

考えられる巨大な前方後円墳をはじめ大小さまざまな大きさと形の古墳が存在し、４世紀後半か

ら６世紀中頃に築造されたと考えられ、消滅した古墳を含む 130 基以上の古墳からなる国内有数

の古墳群である。

古代国家形成期の中央政権の構造を考える上で学術的価値が高いことから、その一部の古墳は

早くから史跡指定されていたが、古墳群としての一体性が重要であることから、平成 13（2001）

年度に「史跡古市古墳群」として統合された。

史跡古市古墳群の整備基本計画については、昭和 61（1986）年度に藤井寺市教育委員会にお

いて城山古墳の整備基本計画を策定し、羽曳野市教育委員会においては峯ヶ塚古墳整備基本構想

が策定されている。しかし、その後は進展がなく、他の古墳についても整備の構想や計画は策定

されていなかった。

平成 22（2010）年 11 月に本古墳群が堺市に所在する百舌鳥古墳群とともにユネスコの世界遺

産暫定一覧表に記載されて以降、恒久的な保全を図る必要があることから、平成 25（2013）年

度に『国史跡古市古墳群保存管理計画』、平成 30（2018）年度に『史跡古市古墳群整備基本計画（第

１次）』（以後、「整備基本計画（第１次）」と言う）を策定した。

令和元（2019）年度には、百舌鳥古墳群とともに「百舌鳥・古市古墳群―古代日本の墳墓群―」

として、アゼルバイジャンの首都バクーで開催された第 43 回世界遺産委員会において世界遺産

一覧表への記載が決議された。併せて示された追加的勧告において、「史跡指定されている構成

資産に対して準備されている整備基本計画を完成させること※（注）[ 事実誤認 ]。その際、計

画と保存の目的及び顕著な普遍的価値（OUV）の保護との間の整合性を確実に担保すること」が

示された。この追加的勧告と、新たな史跡追加指定に対応すべく令和５（2023）年３月には『国

史跡古市古墳群保存活用計画』（以後、「保存活用計画」と言う）を策定したうえで、令和５（2023）

年度から２か年を掛け、整備基本計画（第１次）を改訂し、史跡古市古墳群整備基本計画 ( 第２

次 )（以後、「本計画」と言う）を策定することとした。

（注）イコモスからの追加的勧告「C) 史跡指定されている構成資産に対して準備されている整備基本計画

を完成させること。その際、保存の目的と顕著な普遍的価値（OUV）の保護との整合性を確実に担保

すること。」のうち、下線部について事実誤認の訂正を申し入れたが、そのまま決議文が出された。

※［訂正内容］既存の整備計画を更新すること。
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２．策定の目的

本計画策定の目的は、国指定史跡である各々の古墳を保存して未来に確実に継承することを主

眼に、本古墳群全体の景観を一体的に保全するとともに、学習や交流のできる憩いの空間として

古墳を公開・活用することにより地域の誇りや活性化の核にすること、さらには大阪府や堺市と

連携して百舌鳥古墳群との統一的な整備を実施しつつも、本古墳群としての個性や特徴をあらわ

していくことである。

このため本計画では、保存活用計画で示した整備と公開・活用の基本方針や整備の推進方法、

整備基本計画（第１次）で示した方針を踏まえ、古墳の立地、保存状況、史跡指定地の公有化や

調査の進捗状況、百舌鳥・古市古墳群世界遺産保存活用会議での追加的勧告への対応などに応じ、

史跡の本質的価値を踏まえた適切な整備の方針や方法を設定する。また、関係機関とも協議を図

り、便益施設や学習交流施設の設置、百舌鳥古墳群の所在する堺市や陵墓等を管理する宮内庁と

の連携・協力などの基本的な考え方をまとめることにより、整備事業の円滑な推進に資するよう

定めるものである。

３．策定の体制

本計画を策定するため、藤井寺市教育委員会と羽曳野市教育委員会は、事務局をそれぞれ教育

部文化財保護課並びに生涯学習部文化財・世界遺産室と定めた上で、考古学、歴史学、造園学、

遺跡整備の分野の学識経験者からなる「史跡古市古墳群整備検討委員会」（以後、「整備検討委員

会」と言う）を両市共同で設置し、その指導・助言を受けて策定した。

図 1-1　史跡古市古墳群位置図
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また、本古墳群は藤井寺市並びに羽曳野市の市街地に分布し、史跡指定地を含めてその周辺部

の大半は住宅地となっている。したがって、古墳の周辺環境を考える上で、住民生活との調和が

不可欠であることから、両市の庁内関係各課と計画内容を共有し、関連計画との整合性を図った。

さらに、市民の意見を本計画に反映させるため、本計画の原案作成後にその内容を公表し、市

民意見公募（パブリックコメント）を行い、所定の手続きを経て本計画の策定に至った。

〈整備検討委員会　委員及び関係者〉

■委員

　　　和田 晴吾　 （兵庫県立考古博物館名誉館長、考古学）

　　　福永 伸哉　 （大阪大学大学院人文学研究科教授、考古学）

　　　市　 大樹　 （大阪大学大学院人文学研究科教授、歴史学）

　　　今西 純一　 （大阪公立大学大学院農学研究科教授、造園学、緑地環境計画）

　　　※令和５（2023）年度まで

　　　今西 亜友美（近畿大学総合社会学部総合社会学科環境・まちづくり系専攻教授、都市環境学）

　　　※令和６（2024）年度から

　　　前川 歩　　 （畿央大学健康科学部人間環境デザイン学科准教授、都市計画、遺跡整備）

　　　高橋 知奈津（独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所文化遺産部遺跡研究室室長、

　　　　　　　　　 庭園・遺跡整備）

■助言者

　　　文化庁 文化財第二課

　　　　　　 文化資源活用課

　　　大阪府教育庁 文化財保護課

■協力者

　　　宮内庁 書陵部 陵墓課

　　　百舌鳥・古市古墳群世界遺産保存活用会議事務局

　　　堺市 文化観光局 歴史遺産活用部 文化財課

　　　堺市 文化観光局 歴史遺産活用部 世界遺産課

　　　羽曳野市 都市開発部 都市計画課

　　　羽曳野市 土木部 道路公園課

　　　藤井寺市 都市整備部 都市デザイン課

　　　藤井寺市 都市整備部 まちとみどり保全課

■事務局

　　　藤井寺市教育委員会事務局 教育部 文化財保護課

　　　羽曳野市教育委員会事務局 生涯学習部 文化財・世界遺産室
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名　称 開催日 開催場所 主な審議事項

令和５年度

第１回史跡古市古墳群

整備検討委員会

令和５年　９月 25 日 羽曳野市役所

別館２階研修室

・会長、副会長の選任について

・史跡古市古墳群整備基本計画の改定につい

て（章立て、刊行スケジュール）

令和５年度

第２回史跡古市古墳群

整備検討委員会

令和６年　１月 10 日 羽曳野市役所

議会棟

第二委員会室

・史跡古市古墳群整備基本計画の改定につい

て（目次～第４章）

令和５年度

第３回史跡古市古墳群

整備検討委員会

令和６年　２月 19 日 藤井寺市役所

６階 604 会議室

・史跡古市古墳群整備基本計画（第２次）の

改定について（第５・６章）

令和５年度

第４回史跡古市古墳群

整備検討委員会

令和６年　３月 25 日 藤井寺市役所

３階 305 会議室

・史跡古市古墳群整備基本計画（第２次）の

改定について（全章）

令和６年度

第１回史跡古市古墳群

整備検討委員会

令和６年　７月　９日 羽曳野市役所

別館３階

１・２会議室

・史跡古市古墳群整備基本計画（第２次）の

改定について

令和６年度

第２回史跡古市古墳群

整備検討委員会

令和６年　９月 25 日 羽曳野市役所

議会棟

第二委員会室

・史跡古市古墳群整備基本計画（第２次）の

改定について

令和６年度

第３回史跡古市古墳群

整備検討委員会

令和６年 11 月 13 日 藤井寺市役所

７階 702 会議室

・史跡古市古墳群整備基本計画（第２次）の

改定について

令和６年度

第４回史跡古市古墳群

整備検討委員会

令和７年　３月 10 日 藤井寺市役所

３階 305 会議室

・史跡古市古墳群整備基本計画（第２次）の

改定について

表 1-1　史跡古市古墳群整備検討委員会開催経過

４．対象範囲

本計画の対象範囲は、本古墳群として史跡指定を受けた 23 基の古墳と、追加指定の必要があ

る野中宮山古墳を加えた合計 24 基を取り扱うものとする。

なお、本古墳群は、古墳群として面的な史跡指定をされておらず、指定区域は各古墳単体とな

っている。現在、古市古墳群において 130 基以上の古墳が確認されているが地表面に墳丘が視認

できるのは 45 基である。そのうち、23 基が国史跡に指定されており、この中には指定範囲が陵墓・

陵墓参考地の範囲にあるもの２基（城山古墳・墓山古墳）、同一古墳であるが陵墓の範囲と史跡

指定の範囲を画する古墳が４基（応神天皇陵古墳外濠外堤・仲姫命陵古墳周堤・白鳥陵古墳周堤・

安閑天皇陵古墳周堤）である。一方、陵墓、陵墓参考地として宮内庁が管理する古墳も 27 基が

存在している。

このように群内の各古墳の所管や指定形態が異なっているものの、本計画においては、古墳群

全体としての保全を念頭に置いた整備を検討する。
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図 1-2　史跡古市古墳群整備計画対象範囲図
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５．計画の期間

整備事業については、長期的な展望の中で計画や方針に従って段階的に進める必要がある。整

備の着手は令和７（2025）年度を初年度とし、事業工程は５年間を１スパンとして順次進めていく。

本計画では、令和７（2025）年度から 10 年間を計画期間とし、２つのスパンに分けて第２期

前半及び後半とする。なお、次の整備基本計画（第３次）は、令和 12（2030）年度以降の第２

期の期間中に検討し、整備を継続的に実施するものとする。

また、計画の策定後は社会経済情勢や本古墳群を取り巻く状況の変化に対応するため、定期的

に整備内容を点検し、必要な見直しや改善を検討し、整備検討委員会で図った上で、計画を変更

するものとする。

図 1-3　計画の期間

整備基本計画（第１次）策定 整備基本計画（第２次）策定

点検・見直し

整備基本計画（第３次）策定

年　　度
平成 30（2018）年度

～令和５（2024）年度

令和７（2025）年度

～令和 16（2034）年度
令和 17（2035）年度～

事業工程

第２期（前半）
（令和７年度

　～令和 11 年度）

第１期 第３期以降

本計画対象期間

第２期（後半）
（令和 12 年度

　～令和 16 年度）
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第２章　史跡古市古墳群の概要

１．現況及び現在に至る経過

（１）古市古墳群の現況

本古墳群は、藤井寺市と羽曳野市に跨る４km 四方の広範囲に所在し、現状で前方後円墳 30 基、

円墳 39 基、方墳 52 基、墳形不明 10 基の 130 基以上もの大小の古墳で形成された古墳群である。

墳丘長 425 ｍの応神天皇陵（誉田御廟山）古墳をはじめ、墳丘長が 200 ｍを超える前方後円墳が

７基含まれ、過去の様々な調査や研究の成果から４世紀後半から６世紀中頃にかけて築造された

ことが知られている。古墳群の中には、築造以来 1600 年の歳月の中で様々な開発などによって

墳丘などが消失した古墳もあり、現在では 45 基の古墳に墳丘が遺存している。

日本有数の古墳群として知られる本古墳群は、卓越した大きさの前方後円墳や多様な墳形が被

葬者の身分や権威を表出しているとともに、副葬された装飾品や当時最新式の武器・武具や馬具

などから朝鮮半島や大陸との交流が明らかとなり、日本の古墳文化の発展のみならず古代国家の

形成過程を如実に示しているものと考えられる。

さらに、古墳の被葬者には、中国の史書『宋書』倭国伝に登場する倭の五王が含まれていると

考えられることから、文献史料が少ない５世紀の実態を解明する上で重要な存在となっている。

遺存する古墳のうち応神天皇陵古墳などの巨大な前方後円墳とそれに付属する中小古墳など27

基は、宮内庁によって陵墓及び陵墓参考地として治定、管理されている。史跡に指定された古墳は

23 基を数え、日本の古墳時代や地域の歴史を考える上で貴重な歴史遺産として保護されている。

さらに、令和元（2019）年には、堺市にある百舌鳥古墳群とともに本古墳群の 26 基の古墳が、

世界遺産『百舌鳥・古市古墳群』の構成資産とされ、そのうち 17 基が国指定の史跡である。

史跡古市古墳群の現況は、城山古墳や古室山古墳、大鳥塚古墳、鉢塚古墳、赤面山古墳などの

ように墳丘土が風雨によって徐々に流失している古墳が見られる他、周濠がため池となっている

はざみ山古墳、青山古墳などでは、洗掘による墳丘裾の崩壊が進行しており、水位の調整や一部

の修復を行っているものの、保全措置を講じる必要性が生じている。なお、峯ヶ塚古墳において

も洗掘が進行していたが、平成 29（2017）年度に国庫補助事業「歴史活き活き！史跡等総合活

用事業」の採択を受けて修復工事を実施し、現在も経過観察中である。また、大鳥塚古墳では、

戦時中の掩体壕や高射砲台の基礎により墳丘が損壊を受けているほか、古室山古墳では民家の建

築時の造成により墳丘の一部が削平を受けている。

両市内の歴史遺産探訪や本古墳群のフィールド・ワーク等ではこれらの古墳を見学し、可能な

ものは墳丘上に登り古墳の大きさや形状を体感するなど、地域や各種団体、学校などの歴史や地

域学習のための公開や活用を行っている。

特に、峯ヶ塚古墳一帯は都市公園で、市民フェスティバル

の会場として利用されるため、当日は古墳の公開や出土遺物

の特別展示など普及・啓発に供している。

近年、実施された唐櫃山古墳や峯ヶ塚古墳の範囲確認調査

では、調査成果について現地見学や公開を行った上で、ホー

ムページなどに掲載し、広く情報を発信している。

峯ヶ塚古墳の公開
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さらに、城山古墳や応神天皇陵古墳外濠外堤で、一定の面積が公有化されたエリアでは、遺構

の保存に配慮しつつ、春は菜の花、秋にはコスモスを栽培し、鑑賞や摘み取り会等により史跡に

親しめるイベントを開催している。

図 2-1　古市古墳群分布図

（数字は、表 2-1 の番号①と対応。黒文字は墳丘が現存する。赤文字は墳丘が消失している。）
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表 2-1　古市古墳群一覧表

番号①：通し番号
番号②：史跡に設定した通し番号
　　　　（未指定の野中宮山古墳も含む） 
区　分：※は墳丘が消失した古墳を示す。

墳
形

番号
①

番号
②

古　墳　名
大きさ
（ｍ）

所　在　地 指定等 区分 備　考

前

方

後

円

墳

１ 【１】 応神天皇陵（誉田御廟山）古墳 425
羽曳野市誉田６丁目
藤井寺市道明寺６丁目

陵墓・国史跡
・世界遺産

２ 【23】仲姫命陵（仲津山）古墳 290 藤井寺市沢田４丁目
陵墓・国史跡
・世界遺産

登録時未指定

３ 仲哀天皇陵（岡ミサンザイ）古墳 242 藤井寺市藤井寺４丁目 陵墓・世界遺産

４ 允恭天皇陵（市野山）古墳 230 藤井寺市国府１丁目 陵墓・世界遺産

５ 【２】 墓山古墳 225
羽曳野市白鳥３丁目
藤井寺市野中３丁目

陵墓・国史跡
・世界遺産

応神陵飛地ほ号

６ 【３】 城山古墳 210
藤井寺市津堂
・小山４丁目

陵墓参考地
・国史跡
・世界遺産

陵墓参考地

７ 【22】白鳥陵（前の山）古墳 200 羽曳野市軽里３丁目
陵墓・国史跡
・世界遺産

登録時未指定

８ 【18】野中宮山古墳 154 藤井寺市野中２丁目 未指定

９ 【４】 古室山古墳 150 藤井寺市古室２丁目
国史跡
・世界遺産

10 仁賢天皇陵（野中ボケ山）古墳 122 藤井寺市青山３丁目 陵墓

11 【24】安閑天皇陵（高屋築山）古墳 122 羽曳野市古市５丁目 陵墓・国史跡

12 清寧天皇陵（白髪山）古墳 115 羽曳野市西浦６丁目 陵墓

13 二ツ塚古墳 110 羽曳野市誉田６丁目 陵墓・世界遺産 応神陵域内陪冢

14 【５】 大鳥塚古墳 110 藤井寺市古室２丁目
国史跡
・世界遺産

15 【６】 はざみ山古墳 103 藤井寺市野中１丁目
国史跡
・世界遺産

16 【７】 峯ヶ塚古墳 96 羽曳野市軽里２丁目
国史跡
・世界遺産

17
春日山田皇后陵（高屋八幡山）
古墳

85 羽曳野市古市５丁目 陵墓

18 盾塚古墳 73 藤井寺市道明寺６丁目 ※

19 【８】 鉢塚古墳 60 藤井寺市藤井寺４丁目
国史跡
・世界遺産

20 【21】唐櫃山古墳 57 藤井寺市国府１丁目 国史跡

21 蕃上山古墳 53 藤井寺市野中１丁目 ※

22 鞍塚古墳 51 藤井寺市道明寺６丁目 ※

23 【15】稲荷塚古墳 50 藤井寺市野中５丁目 国史跡

24 水塚古墳 47 羽曳野市軽里１丁目 ※

25 小白髪山古墳 46 羽曳野市西浦１丁目 陵墓 清寧陵飛地い号

26 城不動坂古墳 36 羽曳野市古市５丁目 ※

27 青山２号墳 33 藤井寺市青山２丁目 ※

28 軽里３号墳 33 羽曳野市軽里３丁目 ※

29 次郎坊２号墳（林９号墳） 20 藤井寺市沢田２丁目 ※

30 軽里４号墳 18 羽曳野市軽里３丁目 ※

円

墳

31 雄略天皇陵（島泉丸山）古墳 75 羽曳野市島泉８丁目 陵墓

32 【13】青山古墳（青山１号墳）
62

（72）
藤井寺市青山２丁目

国史跡
・世界遺産

造出し付
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墳
形

番号
①

番号
②

古　墳　名
大きさ
（ｍ）

所　在　地 指定等 区分 備　考

円

墳

33 誉田丸山古墳 50 羽曳野市誉田 567 陵墓・世界遺産 応神陵域内陪冢

34 高塚山古墳 50 藤井寺市沢田３丁目 ※

35 宮の南塚古墳 40 藤井寺市国府１丁目 陵墓 允恭陵飛地は号

36 長持山古墳 40 藤井寺市沢田３丁目 ※

37 越中塚古墳 40 藤井寺市野中２丁目 ※

38 兎塚１号墳
36

（43）
藤井寺市国府１丁目 ※ 造出し付

39 赤子塚古墳 34 藤井寺市林５丁目 ※

40 五手治古墳 33 羽曳野市野々上３丁目 ※

41 北大蔵古墳（林 11 号墳）
32

（35.5）
藤井寺市沢田２丁目 ※ 造出し付

42 青山７号墳 32 藤井寺市青山２丁目 ※

43 今井塚古墳（はざみ山１号墳） 30 藤井寺市野中４丁目 ※

44 御曹子塚古墳 30 藤井寺市道明寺１丁目 ※

45 横江山古墳（小山１号墳） 30 藤井寺市津堂１丁目 ※

46 矢倉古墳（野々上１号墳）
28

（33）
羽曳野市野々上３丁目 ※ 造出し付

47 軽里２号墳 25 羽曳野市軽里３丁目 ※

48 下田池古墳（はざみ山３号墳） 25 藤井寺市野中５丁目 ※

49 若子塚古墳（軽里１号墳） 23 羽曳野市軽里３丁目 ※

50 藤の森古墳 22 藤井寺市野中１丁目 ※

51 【14】蕃所山古墳 22 藤井寺市藤ヶ丘２丁目 国史跡

52 潮音寺北古墳 22 藤井寺市国府１丁目 ※

53 狼塚古墳（土師の里 10 号墳）
21

（28）
藤井寺市道明寺６丁目 ※ 造出し付

54 沢田古墳（林２号墳）
20

（23）
藤井寺市沢田２丁目 ※ 造出し付

55 白鳥２号墳 20 羽曳野市白鳥２丁目 ※

56 衣縫塚古墳 20 藤井寺市国府１丁目 陵墓 允恭陵飛地ろ号

57 落塚古墳 20 羽曳野市野々上１丁目 ※

58 道端古墳（土師の里３号墳） 20 藤井寺市道明寺１丁目 ※

59 白鳥１号墳 20 羽曳野市白鳥３丁目 ※

60
サンド山２号墳

（はざみ山２号墳）
20 藤井寺市藤ヶ丘２丁目 ※

61 西代１号墳
15.7

（19.6）
藤井寺市小山３丁目 ※

62 翠鳥園 12 号墳 15 羽曳野市翠鳥園 ※

63 元屋敷古墳（林１号墳） 15 藤井寺市林４丁目 ※

64 葛井寺３号墳 13 藤井寺市岡２丁目 ※

65 大正橋１号墳 10 藤井寺市小山７丁目 ※

66 葛井寺１号墳 10 藤井寺市岡２丁目 ※

67 土師の里１号墳 藤井寺市道明寺１丁目 ※

68 塚穴古墳（土師の里６号墳） 藤井寺市道明寺２丁目 ※

69 古地古墳（林５号墳） 藤井寺市沢田２丁目 ※
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墳
形

番号
①

番号
②

古　墳　名
大きさ
（ｍ）

所　在　地 指定等 区分 備　考

方

墳

70 向墓山古墳 68 羽曳野市白鳥３丁目 陵墓・世界遺産 応神陵飛地に号

71 【19】浄元寺山古墳 67 藤井寺市青山１丁目
国史跡
・世界遺産

72 【９】 鍋塚古墳 63 藤井寺市沢田４丁目
国史跡
・世界遺産

73 雄略天皇陵（島泉平塚）古墳 50 羽曳野市島泉８丁目 陵墓

74 中山塚古墳（三ツ塚古墳） 50 藤井寺市道明寺６丁目 陵墓・世界遺産 仲姫陵飛地い号

75 八島塚古墳（三ツ塚古墳） 50 藤井寺市道明寺６丁目 陵墓・世界遺産 仲姫陵飛地ろ号

76 【16】東山古墳 50 藤井寺市野中２丁目
国史跡
・世界遺産

77 アリ山古墳 45 藤井寺市野中２丁目 ※

78 西馬塚古墳 45 羽曳野市白鳥３丁目 陵墓・世界遺産 応神陵飛地は号

79 栗塚古墳 43 羽曳野市誉田６丁目 陵墓・世界遺産 応神陵飛地ろ号

80 久米塚古墳 42 羽曳野市軽里３丁目 ※

81 【10】野中古墳 37 藤井寺市野中３丁目
国史跡
・世界遺産

82 【11】助太山古墳（三ツ塚古墳） 36 藤井寺市道明寺６丁目
国史跡
・世界遺産

83 岡古墳 33 藤井寺市藤井寺４丁目 ※

84 【17】割塚古墳 30 藤井寺市藤井寺４丁目 国史跡

85 珠金塚西古墳（土師の里７号墳） 30 藤井寺市道明寺６丁目 ※

86 東馬塚古墳 30 羽曳野市誉田６丁目 陵墓・世界遺産 応神陵飛地い号

87 西清水古墳（土師の里５号墳） 30 藤井寺市道明寺６丁目 ※

88 珠金塚古墳 27 藤井寺市道明寺６丁目 ※

89 【20】松川塚古墳 25 藤井寺市古室２丁目 国史跡

90 【12】赤面山古墳 22 藤井寺市古室２丁目 国史跡

91 隼人塚古墳 20 羽曳野市島泉８丁目 陵墓 雄略陵飛地い号

92 野々上古墳 20 藤井寺市青山３丁目 陵墓 仁賢陵飛地い号

93 大半山古墳 20 羽曳野市野々上３丁目 ※

94 小具足塚古墳 20 藤井寺市沢田３丁目 ※

95 茶臼塚古墳 20 藤井寺市野中２丁目 ※

96 西墓山古墳 20 藤井寺市青山１丁目 ※

97 青山４号墳 20 藤井寺市青山２丁目 ※

98 藤ケ丘１号墳 16 藤井寺市藤ヶ丘４丁目 ※

99 翠鳥園９号墳 15 羽曳野市翠鳥園 ※

100 青山６号墳 14 藤井寺市青山２丁目 ※

101 土師の里８号墳 12 藤井寺市道明寺６丁目 ※

102 翠鳥園１号墳 12 羽曳野市翠鳥園 ※

103 茶山１号墳 10 羽曳野市誉田６丁目 ※

104 土師の里９号墳 10 藤井寺市道明寺６丁目 ※

105
西清水２号墳

（土師の里 12 号墳）
10 藤井寺市道明寺５丁目 ※

106 殿町古墳 10 藤井寺市小山３丁目 ※
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墳
形

番号
①

番号
②

古　墳　名
大きさ
（ｍ）

所　在　地 指定等 区分 備　考

方

墳

107 西楠古墳（土師の里 11 号墳） ８ 藤井寺市道明寺５丁目 ※

108 青山３号墳 ８ 藤井寺市青山２丁目 ※

109 青山５号墳 ７ 藤井寺市青山２丁目 ※

110 翠鳥園２号墳 6.5 羽曳野市翠鳥園 ※

111 葛井寺２号墳 5.5 藤井寺市岡２丁目 ※

112 西代２号墳 4.5 藤井寺市小山３丁目 ※

113 次郎坊古墳（林３号墳） ― 藤井寺市沢田２丁目 ※

114 ヒバリ塚古墳（林４号墳） ― 藤井寺市林５丁目 ※

115 バチ塚古墳（林６号墳） ― 藤井寺市沢田２丁目 ※

116 屋敷中１号墳（林７号墳） ― 藤井寺市沢田３丁目 ※

117 屋敷中２号墳（林８号墳） ― 藤井寺市沢田３丁目 ※

118 屋敷中３号墳（林 10 号墳） ― 藤井寺市沢田３丁目 ※

119
志貴県主神社南古墳

（惣社１号墳）
― 藤井寺市惣社２丁目 ※

120 兎塚２号墳 ― 藤井寺市国府１丁目 ※

121 西出口古墳（林 13 号墳） ― 藤井寺市沢田２丁目 ※

墳

形

不

明

122 サンド山古墳 ― 藤井寺市藤ヶ丘１丁目 陵墓 応神陵飛地へ号

123 土師の里２号墳 ― 藤井寺市道明寺１丁目 ※

124 東楠古墳（土師の里４号墳） ― 藤井寺市道明寺５丁目 ※

125 長屋１号墳（惣社２号墳） ― 藤井寺市惣社２丁目 ※

126 長屋２号墳（惣社３号墳） ― 藤井寺市惣社２丁目 ※

127 折山古墳 ― 藤井寺市林５丁目 ※

128 小森塚古墳 ― 藤井寺市道明寺６丁目 ※

129 翠鳥園 10 号墳 ― 羽曳野市翠鳥園 ※

130 尻矢古墳（林 12 号墳） ― 藤井寺市沢田２丁目 ※

131 軽里５号墳 ― 羽曳野市軽里３丁目 ※

※表中では古墳名に周知の埋蔵文化財包蔵地の名称を併記しているものがあるが、本文中では史跡名称としての古墳名を使用

している。

表 2-2　埴輪窯跡一覧表

番　号 古　墳　名 所　在　地 備　考

埴

輪

窯

Ａ 土師の里埴輪窯跡群 藤井寺市沢田４丁目

Ｂ 土師の里南埴輪窯跡群 藤井寺市道明寺５丁目

Ｃ 誉田白鳥埴輪製作遺跡 羽曳野市白鳥３丁目・誉田３丁目 国史跡

Ｄ 野々上埴輪窯跡群 羽曳野市野々上３丁目
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（２）史跡古市古墳群の保護にかかる取り組み状況

①指定履歴

昭和31（1956）年より各古墳の史跡指定が進み、平成13（2001）年１月に古市古墳群として統合し、

その後宮内庁が所管する陵墓の周辺についても、堤などの古墳と一体的な範囲について史跡の追

加指定を進めているところである。仲姫命陵古墳周堤、白鳥陵古墳周堤、安閑天皇陵古墳周堤の

追加指定を加え、前方後円墳 13 基、円墳２基、方墳８基の計 23 基が史跡に指定されている。

そのうち藤井寺市には、前方後円墳 10 基、円墳２基、方墳８基の計 20 基、羽曳野市には、前

方後円墳５基（P.25 表 2-29：応神天皇陵古墳外濠外堤、墓山古墳は両市）が所在する。

表 2-3　史跡古市古墳群指定履歴

指定年月日 指定等 告示番号 古墳名称

昭和 31 年　９月 22 日 史跡指定 文化財保護委員会告示第 57 号
古室山古墳　赤面山古墳　大鳥塚古墳
助太山古墳　鍋塚古墳

昭和 33 年　１月 21 日 史跡指定 文化財保護委員会告示第１号 城山古墳

昭和 41 年　３月 14 日 追加指定 文化財保護委員会告示第 12 号 城山古墳

昭和 49 年　４月 12 日 史跡指定 文部省告示第 48 号 峯ヶ塚古墳

昭和 50 年　２月 22 日 史跡指定 文部省告示第 18 号 墓山古墳

昭和 53 年 10 月 30 日 史跡指定 文部省告示第 191 号 応神天皇陵古墳外濠外堤

昭和 54 年 12 月 22 日 史跡指定 文部省告示第 176 号 鉢塚古墳

昭和 60 年　１月 31 日 追加指定 文部省告示第 14 号 応神天皇陵古墳外濠外堤

平成　元年　１月 24 日 追加指定 文部省告示第 11 号 応神天皇陵古墳外濠外堤

平成　４年 12 月 28 日 追加指定 文部省告示第 119 号 応神天皇陵古墳外濠外堤

平成　６年　３月 23 日 追加指定 文部省告示第 32 号 応神天皇陵古墳外濠外堤

平成　７年　２月 20 日 追加指定 文部省告示第 17 号 応神天皇陵古墳外濠外堤

平成　７年　２月 21 日 追加指定 文部省告示第 18 号 墓山古墳（野中古墳）

平成　８年　３月 29 日 史跡指定 文部省告示第 55 号 はざみ山古墳

平成 13 年　１月 29 日
統合
追加指定
名称変更

文部科学省告示第 13 号
青山古墳　蕃所山古墳
応神天皇陵古墳外濠外堤

平成 15 年　８月 27 日 追加指定 文部科学省告示第 141 号 応神天皇陵古墳外濠外堤

平成 23 年　２月　７日 追加指定 文部科学省告示第 17 号 応神天皇陵古墳外濠外堤

平成 26 年 10 月　６日 追加指定 文部科学省告示第 140 号
墓山古墳　稲荷塚古墳　東山古墳
割塚古墳

平成 27 年　３月 10 日 追加指定 文部科学省告示第 43 号 城山古墳　唐櫃山古墳

平成 28 年　３月　１日
追加指定
一部指定解除

文部科学省告示第 33 号 松川塚古墳　鉢塚古墳

平成 28 年 10 月　３日 追加指定 文部科学省告示第 144 号 浄元寺山古墳

平成 29 年　２月　９日 追加指定 文部科学省告示第 13 号 墓山古墳

平成 30 年　２月 13 日 追加指定 文部科学省告示第 16 号
応神天皇陵古墳外濠外堤
浄元寺山古墳　松川塚古墳　鉢塚古墳

平成 30 年 10 月 15 日 追加指定 文部科学省告示第 195 号 墓山古墳
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指定年月日 指定等 告示番号 古墳名称

平成 31 年　２月 26 日 追加指定 文部科学省告示第 26 号 唐櫃山古墳

令和　２年　３月 10 日 追加指定 文部科学省告示第 23 号 応神天皇陵古墳外濠外堤

令和　３年　３月 26 日 追加指定 文部科学省告示第 48 号
白鳥陵古墳周堤
仲姫命陵古墳周堤

令和　３年 10 月 11 日 追加指定 文部科学省告示第 169 号
応神天皇陵古墳外濠外堤
墓山古墳

令和　４年　３月 15 日 追加指定 文部科学省告示第 29 号 鍋塚古墳　白鳥陵古墳周堤

令和　５年　３月 20 日 追加指定 文部科学省告示第 18 号 峯ヶ塚古墳

令和　６年 10 月 11 日 追加指定 文部科学省告示第 114 号 安閑天陵古墳周堤

②調査と保存の経過

ｉ）発掘調査履歴

現在史跡指定されている古墳及びその周辺において実施されてきた発掘調査は、以下のとおり

である。

表 2-4　応神天皇陵古墳外濠外堤　史跡指定地周辺の主な発掘調査履歴

番号 調査年度 調査概要（実施主体） 検出遺構 出土遺物

指
定
地
内

①
1975 年度

（S50 年度）
確認調査

（大阪府教育庁）
南西外濠外堤 埴輪

②
2016 年度

（H28 年度）
住宅建設に伴う確認調査

（羽曳野市）
東側外濠外堤 円筒埴輪、形象埴輪、葺石

③
2015 年度

（H27 年度）
暫定整備に伴う確認調査

（羽曳野市）
西側外濠外堤 円筒埴輪、葺石

④
2018 年度

（H30 年度）
施設建設に伴う確認調査

（羽曳野市）
北側外濠外堤 円筒埴輪、葺石

指
定
地
外

⑤
1976 年度

（S51 年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（大阪府教育庁）
南側外濠テラス ―

⑥
1979 年度

（S54 年度）
河川改修工事に伴う発掘調査

（大阪府教育庁）
北側外堤、外堤法面、盛土、溝、
小穴

円筒埴輪、葺石

⑦
1980 年度

（S55 年度）
河川改修工事に伴う発掘調査

（大阪府教育庁）
北側外堤、溝、土壙 円筒埴輪、土器

⑧
1986 年度

（S61 年度）
河川改修工事に伴う発掘調査

（大阪府教育庁）
北側外堤、落ち込み 埴輪

⑨
1987 年度

（S62 年度）
河川改修工事に伴う発掘調査

（大阪府教育庁）
北側外堤、外堤を画する溝、
落ち込み

埴輪、土器

⑩
1988 年度

（S63 年度）
河川改修工事に伴う発掘調査

（大阪府教育庁）
北側外堤、外堤を画する溝、
落ち込み、河道、杭列等

埴輪、土器、笠形、鋤形、
板形木製品

⑪
1991 年度

（H３年度）
河川改修工事に伴う発掘調査

（大阪府教育庁）
北側外堤、古墳排水路 埴輪

⑫
1980 年度

（S55 年度）
水路改修に伴う発掘調査

（羽曳野市）
北西隅外濠 埴輪　

⑬
1980 年度

（S55 年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（羽曳野市）
東側外濠 ―

⑭
1990 年度

（H２年度）
住宅建設に伴う確認調査

（羽曳野市）
東側外堤 埴輪

⑮
1991 年度

（H３年度）
住宅建設に伴う確認調査

（羽曳野市）
東側外濠 ―

⑯
1992 年度

（H４年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（羽曳野市）
北側外濠 円筒埴輪、土器

⑰
1992 年度

（H４年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（羽曳野市）
東側外堤（東縁） ―
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番号 調査年度 調査概要（実施主体） 検出遺構 出土遺物

指
定
地
外

⑱
1993 年度

（H５年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（羽曳野市）
北側外濠

円筒埴輪、板状木製品、
土師器

⑲
1994 年度

（H６年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（羽曳野市）
北側外濠 円筒埴輪

⑳
1994 年度

（H６年度）
住宅建設に伴う確認調査

（羽曳野市）
東側外濠 ―

㉑
1994 年度

（H６年度）
宅地造成に伴う発掘調査

（羽曳野市）
東側外堤、二ツ塚古墳周濠　 円筒埴輪、形象埴輪、葺石

㉒
2003 年度

（H15 年度）
住宅建設に伴う確認調査

（羽曳野市）
北側外濠 円筒埴輪、形象埴輪

㉓
2006 年度

（H18 年度）
住宅建設に伴う確認調査

（羽曳野市）
北側外濠 ―

㉔
1980 年度

（S55 年度）
施設建設に伴う確認調査

（羽曳野市）
東側外堤、
東馬塚古墳の円筒埴輪列

円筒埴輪

㉕
2007 年度

（H19 年度）
範囲確認調査

（羽曳野市）
東側外堤、二ツ塚古墳周濠 円筒埴輪、形象埴輪、葺石

㉖
1986 年度

（S61 年度）
住宅建設に伴う確認調査

（羽曳野市）
北側外濠 円筒埴輪

㉗
1991 年度
（H３年度）

住宅建設に伴う確認調査
（羽曳野市）

北側外濠 円筒埴輪

㉘
2016 年度

（H28 年度）
住宅建設に伴う確認調査

（羽曳野市）
北側外堤 円筒埴輪

㉙
2021 年度
（R３年度）

住宅建設に伴う確認調査
（羽曳野市）

北側外濠 円筒埴輪

㉚
2020 年度
（R２年度）

住宅建設に伴う確認調査
（羽曳野市）

北側外濠 葺石

㉛
1998 年度

（H10 年度）
住宅建設に伴う確認調査

（羽曳野市）
東側外濠 ―

㉜
1990 年度

（H２年度）
住宅建設に伴う確認調査

（羽曳野市）
東側外濠か ―

㉝
1999 年度

（H11 年度）
住宅建設に伴う確認調査

（羽曳野市）
東側外濠 ―

㉞
2001 年度

（H13 年度）
住宅建設に伴う確認調査

（羽曳野市）
東側外濠 円筒埴輪

㉟
2015 年度

（H27 年度）
施設建設に伴う確認調査

（羽曳野市）
東側外堤、円筒棺 円筒埴輪、形象埴輪、葺石

㊱
2012 年度

（H24 年度）
駐車場造成に伴う確認調査

（羽曳野市）
― 円筒埴輪

㊲
2021 年度
（R３年度）

住宅建設に伴う確認調査
（羽曳野市）

南側外濠 ―

㊳
1990 年度

（H２年度）
住宅建設に伴う確認調査

（羽曳野市）
南側外濠か ―

㊴
1998 年度

（H10 年度）
住宅建設に伴う確認調査

（羽曳野市）
南側外濠か ―

㊵
2016 年度

（H28 年度）
施設建設に伴う確認調査

（羽曳野市）
南側外濠 ―

㊶
2006 年度

（H18 年度）
河川改修に伴う確認調査

（羽曳野市）
― ―

㊷
1993 年度

（H５年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（藤井寺市）
東側外濠外堤 埴輪

表 2-5　墓山古墳　史跡指定地周辺の主な発掘調査履歴

番号 調査年度 調査概要（実施主体） 検出遺構 出土遺物

指
定
地
外

①
1976 年度

（S51 年度）
周堤内側斜面の発掘調査

（大阪府）
周濠、周堤、葺石

円筒埴輪、朝顔形埴輪、
形象埴輪

②
1980 年度

（S55 年度）
周堤の発掘調査

（大阪府）
周堤 ―

③
1980 年度

（S55 年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（大阪府）
周堤 ―



16

番号 調査年度 調査概要（実施主体） 検出遺構 出土遺物

指
定
地
外

④
1987 年度

（S62 年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（藤井寺市）
周堤を輪郭づける掘り込み ―

⑤
1988 年度

（S63 年度）
範囲確認調査

（羽曳野市）
周堤、陵橋 埴輪

⑥
1989 年度

（H元年度）
道路整備に伴う発掘調査

（羽曳野市）
周堤 埴輪

⑦
1993 年度

（H５年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（藤井寺市）
周堤を輪郭づける掘り込み ―

⑧
2000 年度

（H12 年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（藤井寺市）
周堤 ―

表 2-6　城山古墳　史跡指定地周辺の主な発掘調査履歴

番号 調査年度 調査概要（実施主体） 検出遺構 出土遺物

指
定
地
内

①
1983 年度

（S58 年度）
東側内濠史跡整備に伴う確認調査

（藤井寺市）
島状遺構、造出し、内濠、
葺石

円筒埴輪、形象埴輪、木製品

②
2009 年度

（H21 年度）
墳丘整備に伴う確認調査

（藤井寺市）
墳丘、テラス、葺石、
円筒埴輪列、中世遺構

円筒埴輪、形象埴輪、板石、
割石、白色玉石、土器

③
2021 年度
（R３年度）

範囲確認調査
（藤井寺市）

周濠、周堤 ―

指
定
地
外

④
1975 年度

（S50 年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（大阪府）
外堤の縁辺をめぐる溝 ―

⑤
1978 年度

（S53 年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（大阪府）
内堤外側斜面、葺石 円筒埴輪（鰭付）

⑥
1979 年度

（S54 年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（大阪府）
外濠、葺石 ―

⑦
1979 年度

（S54 年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（大阪府）
外堤内側斜面 ―

⑧
1980 年度

（S55 年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（大阪府）
内堤、外濠

円筒埴輪（鰭付）、形象埴輪、
布留式土器

⑨
1980 年度

（S55 年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（大阪府）
内堤、外濠 朝顔形埴輪

⑩
1985 年度

（S60 年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（大阪府）
外堤 須恵器

⑪
1987 年度

（S62 年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（藤井寺市）
内堤、外濠、外堤、葺石 埴輪、布留式土器、須恵器

⑫
1989 年度

（H元年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（藤井寺市）
外堤内側斜面 埴輪

⑬
1990 年度

（H２年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（藤井寺市）
内堤外側斜面、葺石 埴輪

⑭
1998 年度

（H10 年度）
ガイダンス棟建設に伴う発掘調査

（藤井寺市）
内堤 ―

⑮
2001 年度

（H13 年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（藤井寺市）
外堤、古墳築造前の土壙 土師器、弥生土器

⑯
2004 年度

（H16 年度）
宅地造成に伴う発掘調査

（藤井寺市）
内堤、外濠、
古墳築造前の土壙

埴輪、土師器、弥生土器

⑰
2004 年度

（H16 年度）
宅地造成に伴う発掘調査

（藤井寺市）
内堤、外濠、葺石 埴輪、土師器

⑱
2010 年度

（H22 年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（藤井寺市）
外濠 ―

⑲
2019 年度
（R元年度）

建物建設に伴う発掘調査
（藤井寺市）

内堤、外濠 円筒埴輪、形象埴輪

⑳
2021 年度
（R３年度）

建物建設に伴う発掘調査
（藤井寺市）

外堤 弥生土器
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表 2-7　古室山古墳　史跡指定地周辺の主な発掘調査履歴

番号 調査年度 調査概要（実施主体） 検出遺構 出土遺物

指
定
地
内

①
1984 年度

（S59 年度）
排水管敷設に伴う確認調査

（藤井寺市）
墳丘、周濠、周堤、円筒埴輪列、
葺石

円筒埴輪、衣蓋形埴輪

②
1984 年度

（S59 年度）
住宅改築に伴う確認調査

（大阪府）
周濠、周堤、葺石 埴輪、土師器、須恵器

指
定
地
外

③
1987 年度

（S62 年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（藤井寺市）
落ち込み ―

④
1987 年度

（S62 年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（藤井寺市）
― 円筒埴輪

表 2-8　大鳥塚古墳　史跡指定地周辺の主な発掘調査履歴

番号 調査年度 調査概要（実施主体） 検出遺構 出土遺物

指
定
地
内

①
1983 年度

（S58 年度）

水路改修に伴う前方部東辺から後
円部背面の確認調査

（藤井寺市）
円筒埴輪列、葺石、造出し 円筒埴輪、形象埴輪

②
2000 年度

（H12 年度）
排水溝設置に伴う確認調査

（大阪府）
葺石 埴輪

指
定
地
外

③
1986 年度

（S61 年度）
水道管入替工事に伴う発掘調査

（藤井寺市）
― 円筒埴輪

④
1987 年度

（S62 年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（藤井寺市）
― ―

⑤
1990 年度

（H２年度）
配水管入替工事に伴う発掘調査

（藤井寺市）
周濠 埴輪

表 2-9　はざみ山古墳　史跡指定地周辺の主な発掘調査履歴

番号 調査年度 調査概要（実施主体） 検出遺構 出土遺物

指
定
地
内

①
1981 年度

（S56 年度）
周濠護岸改修工事に伴う発掘調査

（藤井寺市）
周堤 円筒埴輪、形象埴輪

②
2018 19 年度

（H30 31 年度）
台風被害に伴う確認調査

（藤井寺市）
方形壇、円筒埴輪列 円筒埴輪、形象埴輪

指
定
地
外

③
1974 年度

（S49 年度）
環状線改修工事に伴う発掘調査

（大阪府）
周堤を輪郭づける掘り込み 円筒埴輪、形象埴輪

④
1979 年度

（S54 年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（大阪府）
周堤を輪郭づける掘り込み 埴輪

⑤
1981 年度

（S56 年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（大阪府）
周堤を輪郭づける掘り込み ―

⑥
1984 年度

（S59 年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（大阪府）
周堤を輪郭づける掘り込み 埴輪

⑦
1987 年度

（S62 年度）
事務所建設に伴う発掘調査

（藤井寺市）
周堤を輪郭づける掘り込み 埴輪

⑧
1989 年度

（H元年度）
倉庫建設に伴う発掘調査

（藤井寺市）
周堤を輪郭づける掘り込み 埴輪

⑨
1993 年度

（H５年度）
事務所建設に伴う発掘調査

（藤井寺市）
周堤を輪郭づける掘り込み 埴輪

⑩
1996 年度

（H８年度）
宅地造成に伴う発掘調査

（藤井寺市）
周堤を輪郭づける掘り込み 埴輪

⑪
2007 年度

（H19 年度）
建物建設に伴う発掘調査

（藤井寺市）
周堤を輪郭づける掘り込み 埴輪
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表 2-10　峯ヶ塚古墳　史跡指定地周辺の主な発掘調査履歴

番号 調査年度 調査概要（実施主体） 検出遺構 出土遺物

指
定
地
内

①
1989 年度

（H元年度）

地中レーダー探査
墳丘盛土土木工学的調査

（羽曳野市）
内濠、外濠 ―

②
1990 年度

（H２年度）
墳丘裾部範囲確認調査

（羽曳野市）
墳丘裾、内濠、造出し 円筒埴輪、葺石

③
1991 年度

（H３年度）
後円部範囲確認調査

（羽曳野市）
墳丘盛土、石室、葺石 円筒埴輪、副葬品等、石棺材

④
1992 年度

（H４年度）
前方部範囲確認醐査

（羽曳野市）
墳丘盛土、葺石、埴輪列 円筒埴輪、須恵器、葺石

⑤
2008 年度

（H20 年度）
墳丘南裾、内濠範囲確認調査

（羽曳野市）
墳丘盛土及び葺石、墳丘裾

円筒埴輪、葺石、
新羅系陶質土器、瓦質土器

⑥
2010 年度

（H22 年度）
前方部南西部範囲確認調査

（羽曳野市）
墳丘裾、内濠 円筒埴輪、葺石、土師質小皿

⑦
2013 年度

（H25 年度）
内堤南西部範囲確認

（羽曳野市）
周堤盛土・内濠 円筒埴輪、葺石

⑧
2014 年度

（H26 年度）
前方部北西部範囲確認

（羽曳野市）
墳丘裾・内濠 円筒埴輪、形象埴輪

⑨
2018 年度

（H30 年度）
南及び東側周堤部確認調査

（羽曳野市）
ため池土手及び周堤盛土、
墳丘裾

円筒埴輪、葺石、伊万里焼

⑩
2018 年度

（H30 年度）
後円部墳頂地中レーダー探査

（羽曳野市）
― ―

⑪
2019 年度
（R元年度）

北側造出し部確認調査
（羽曳野市）

造出し東辺、区画溝、周濠 円筒埴輪、葺石、加工木製品

⑫
2020 年度
（R２年度）

北側造出し部確認調査
（羽曳野市）

造出し北辺、周濠 円筒埴輪、葺石、須恵器

⑬
2021 年度
（R３年度）

北側造出し部確認調査
（羽曳野市）

造出し西辺、周濠
円筒埴輪、朝顔形埴輪、葺石、
加工木製品

指
定
地
外

⑭
1987 年度

（S62 年度）
古墳北側範囲確認調査

（羽曳野市）
外濠 円筒埴輪、葺石、ガラス玉

⑮
1993 年度

（H５年度）
古墳北東部範囲確認調査

（羽曳野市）
外濠 ―

⑯
2000 年度

（H12 年度）
古墳西側確認調査

（羽曳野市）
外濠

円筒埴輪、人物埴輪、須恵器、
葺石

⑰
2006 年度

（H18 年度）
古墳南側範囲確認調査

（羽曳野市）
― ―

⑱
2006 年度

（H18 年度）
古墳北西部範囲確認調査

（羽曳野市）
内濠、周堤、外濠 円筒埴輪、葺石

⑲
2008 年度

（H20 年度）
南側堤範囲確認調査

（羽曳野市）
周堤盛土 ―

表 2-11　鉢塚古墳　史跡指定地周辺の主な発掘調査履歴

番号 調査年度 調査概要（実施主体） 検出遺構 出土遺物

指
定
地
内

①
2015 年度

（H27 年度）
範囲確認調査

（藤井寺市）
周濠 ―

指
定
地
外

②
1979 年度

（S54 年度）
排水路改修に伴う発掘調査

（藤井寺市）
落ち込み

（周堤内側斜面の可能性）
―

③
1996 年度

（H８年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（藤井寺市）
周堤を輪郭づける掘り込み 円筒埴輪

④
2001 年度

（H13 年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（藤井寺市）
周濠 ―
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表 2-12　鍋塚古墳　史跡指定地周辺の主な発掘調査履歴

番号 調査年度 調査概要（実施主体） 検出遺構 出土遺物

指
定
地
外

①
1991 年度

（H３年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（藤井寺市）
墳丘斜面、葺石 円筒埴輪、形象埴輪

②
2014 年度

（H26 年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（藤井寺市）
墳丘 ―

③
2015 年度

（H27 年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（藤井寺市）
周堤内側斜面 土器片

④
2016 年度

（H28 年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（藤井寺市）
墳丘 円筒埴輪、形象埴輪

⑤
2017 年度

（H29 年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（藤井寺市）
周堤、周濠、樹立した埴輪、
葺石

円筒埴輪、形象埴輪

表 2-13　野中古墳　史跡指定地周辺の主な発掘調査履歴

番号 調査年度 調査概要（実施主体） 検出遺構 出土遺物

指
定
地
内

①
1964 年度

（S39 年度）
墳丘調査

（大阪大学）
埋葬施設

円筒埴輪、形象埴輪、石製品、
鉄武具、鉄製武器、
鉄製農工具他

指
定
地
外

②
1986 年度

（S61 年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（藤井寺市）
周堤 円筒埴輪

③
1990 年度

（H２年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（藤井寺市）
周堤、葺石

円筒埴輪、朝顔形埴輪、
形象埴輪、滑石製模造品

④
1990 年度

（H２年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（藤井寺市）
墳丘、周堤、葺石 円筒埴輪

⑤
1993 年度

（H５年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（藤井寺市）
墳丘、周濠、周堤、葺石 埴輪

⑥
2012 年度

（H24 年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（藤井寺市）
周濠、周堤、葺石 円筒埴輪、朝顔形埴輪

⑦
2017 年度

（H29 年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（藤井寺市）
墳丘、周濠、周堤

円筒埴輪、朝顔形埴輪、
形象埴輪

表 2-14　助太山古墳　史跡指定地周辺の主な発掘調査履歴

番号 調査年度 調査概要（実施主体） 検出遺構 出土遺物

指
定
地
内

①
2020 年度
（R２年度）

住宅建設に伴う発掘調査
（藤井寺市）

― ―

表 2-15　赤面山古墳　史跡指定地周辺の主な発掘調査履歴

番号 調査年度 調査概要（実施主体） 検出遺構 出土遺物

指
定
地
内

①
2015 年度

（H27 年度）
範囲確認調査

（藤井寺市）
円筒埴輪列、葺石 円筒埴輪、形象埴輪

表 2-16　青山古墳　史跡指定地周辺の主な発掘調査履歴

番号 調査年度 調査概要（実施主体） 検出遺構 出土遺物

指
定
地
内

①
2013 年度

（H25 年度）
建物建設に伴う発掘調査

（藤井寺市）
周堤 ―
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表 2-17　蕃所山古墳　史跡指定地周辺の主な発掘調査履歴

番号 調査年度 調査概要（実施主体） 検出遺構 出土遺物

指
定
地
内

①
1998 年度

（H10 年度）
墳丘確認調査

（藤井寺市）
墳丘 ―

表 2-18　稲荷塚古墳　史跡指定地周辺の主な発掘調査履歴

番号 調査年度 調査概要（実施主体） 検出遺構 出土遺物

指
定
地
内

①
1995 年度

（H７年度）
宅地造成に伴う発掘調査

（藤井寺市）
墳丘、周濠

円筒埴輪、形象埴輪、土師器、
須恵器、小形仿製鏡

表 2-19　東山古墳　史跡指定地周辺の主な発掘調査履歴

番号 調査年度 調査概要（実施主体） 検出遺構 出土遺物

指
定
地
内

①
2013 14 年度

（H25 26 年度）
範囲確認調査

（藤井寺市）
墳丘、周濠、埴輪列、葺石 円筒埴輪、形象埴輪

指
定
地
外

②
2018 年度

（H30 年度）
駐車場建設に伴う発掘調査

（藤井寺市）
周濠内側斜面 埴輪

③
2018 19 年度

（H30 R元年度）
建物建設に伴う発掘調査

（藤井寺市）
周濠、陸橋 円筒埴輪、形象埴輪、土師器

表 2-20　割塚古墳　史跡指定地周辺の主な発掘調査履歴

番号 調査年度 調査概要（実施主体） 検出遺構 出土遺物

指
定
地
内

①
2013 年度

（H25 年度）
墳丘確認調査

（藤井寺市）
墳丘 ―

表 2-21　浄元寺山古墳　史跡指定地周辺の主な発掘調査履歴

番号 調査年度 調査概要（実施主体） 検出遺構 出土遺物

指
定
地
内

①
2021 年度
（R３年度）

範囲確認調査
（藤井寺市）

墳丘 ―

指
定
地
外

②
1980 年度

（S56 年度）
建物建設に伴う発掘調査

（藤井寺市）
周濠 円筒埴輪

③
1981 年度

（S56 年度）
建物建設に伴う発掘調査

（大阪府）
周濠 円筒埴輪、形象埴輪

④
1986 年度

（S61 年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（藤井寺市）
墳丘、周濠、周堤、葺石 円筒埴輪、形象埴輪

表 2-22　松川塚古墳　史跡指定地周辺の主な発掘調査履歴

番号 調査年度 調査概要（実施主体） 検出遺構 出土遺物

指
定
地
内

①
2012 年度

（H24 年度）
範囲確認調査

（藤井寺市）
墳丘 円筒埴輪、形象埴輪

②
2015 年度

（H27 年度）
範囲確認調査

（藤井寺市）
墳丘、円筒埴輪列、葺石 円筒埴輪、形象埴輪
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表 2-23　唐櫃山古墳　史跡指定地周辺の主な発掘調査履歴

番号 調査年度 調査概要（実施主体） 検出遺構 出土遺物

指
定
地
内

①
2012 年度

（H24 年度）
墳丘、周濠、周堤範囲確認調査

（藤井寺市）
墳丘、周濠、周堤、埴輪列、
葺石

円筒埴輪、形象埴輪

②
2020 年度
（R２年度）

墳丘、周濠、周堤範囲確認調査
（藤井寺市）

墳丘、周濠、周堤、礫敷き遺
構

円筒埴輪、形象埴輪

③
2021 22 年度
（R３ ４年度）

墳丘、周濠範囲確認調査
（藤井寺市）

墳丘、周濠、造出し、埴輪列 円筒埴輪、形象埴輪

指
定
地
外

④
1955 年度

（S40 年度）
府道敷設に伴う確認調査

（大阪府）
墳丘、竪穴式石槨

ガラス玉、鉄製武具、鉄製武
器、馬具、埴輪、石棺

⑤
1981 年度

（S56 年度）
埋設管敷設に伴う確認調査

（大阪府）
― ―

⑥
2001 年度

（H13 年度）
道路拡幅に伴う確認調査

（大阪府）
墳丘、周濠 埴輪

⑦
2007 年度

（H19 年度）
交差点改良工事に伴う確認調査

（大阪府）
墳丘、周濠 ―

⑧
2009 年度

（H21 年度）
交差点改良工事に伴う確認調査

（大阪府）
墳丘、周濠 ―

表 2-24　白鳥陵古墳周堤　史跡指定地周辺の主な発掘調査履歴

番号 調査年度 調査概要（実施主体） 検出遺構 出土遺物

指
定
地
内

①
2018 年度

（H30 年度）
駐車場造成に伴う確認調査

（羽曳野市）
周堤、区画溝 円筒埴輪、葺石

指
定
地
外

②
1979 年度

（S54 年度）
宅地造成に伴う発掘調査

（羽曳野市）
区画溝 ―

③
1979 年度

（S54 年度）
宅地造成に伴う発掘調査

（羽曳野市）
区画溝 ―

④
1980 年度

（S55 年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（羽曳野市）
区画溝 ―

⑤
1993 年度

（H５年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（羽曳野市）
区画溝 円筒埴輪、形象埴輪

⑥
1999 年度

（H11 年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（羽曳野市）
区画溝 ―

⑦
2001 年度

（H13 年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（羽曳野市）
― ―

⑧
2004 年度

（H16 年度）
宅地造成に伴う発掘調査

（羽曳野市）
区画溝、周堤盛土 円筒埴輪、須恵器

⑨
2006 年度

（H18 年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（羽曳野市）
周堤縁辺 ―

⑩
2011 年度

（H23 年度）
宅地造成に伴う発掘調査

（羽曳野市）
区画溝、周堤 円筒埴輪

⑪
2018 年度

（H30 年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（羽曳野市）
周堤（上部削平） ―

⑫
2018 年度

（H30 年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（羽曳野市）
周堤（上部削平） ―

⑬
- １

2018 年度
（H30 年度）

宅地造成に伴う確認調査
（羽曳野市）

区画溝 ―

⑬
- ２

2019 年度
（R元年度）

宅地造成に伴う発掘調査
（羽曳野市）

園池状遺構、区画溝
円筒埴輪、須恵器、土師器、
土堆、ミニチュア製品

⑭
2020 年度
（R２年度）

住宅建設に伴う発掘調査
（羽曳野市）

区画溝、周堤（上部削平） 円筒埴輪、須恵器
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表 2-25　仲姫命陵古墳周堤　史跡指定地周辺の主な発掘調査履歴

番号 調査年度 調査概要（実施主体） 検出遺構 出土遺物

指
定
地
外

①
1981 年度

（S56 年度）
宅地造成に伴う発掘調査

（大阪府）
周堤、埴輪列 埴輪

②
1981 年度

（S56 年度）
道路工事に伴う発掘調査

（藤井寺市）
周堤、埴輪列 埴輪

③
1985 年度

（S60 年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（大阪府）
周堤、埴輪列 埴輪

④
1988 年度

（H元年度）
建物建設に伴う発掘調査

（藤井寺市）
周堤、葺石 埴輪

⑤
1991 年度

（H３年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（藤井寺市）
周堤、埴輪列 埴輪

⑥
1991 年度

（H３年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（藤井寺市）
周堤、埴輪列 埴輪

⑦
1993 年度

（H５年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（藤井寺市）
周堤、埴輪列 埴輪

⑧
1993 年度

（H５年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（藤井寺市）
周堤、埴輪列 埴輪

⑨
1997 年度

（H９年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（藤井寺市）
周堤、埴輪列 埴輪

⑩
2003 年度

（H15 年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（藤井寺市）
周堤、埴輪列 埴輪

⑪
2017 年度

（H29 年度）
建物建設に伴う発掘調査

（藤井寺市）
周堤、葺石 埴輪

⑫
2019 年度
（R元年度）

住宅建設に伴う発掘調査
（藤井寺市）

周堤、埴輪列 埴輪

表 2-26　安閑天皇陵古墳周堤　史跡指定地周辺の主な発掘調査履歴

番号 調査年度 調査概要（実施主体） 検出遺構 出土遺物

指
定
地
内

①
1989 年度

（H元年度）
建物建設に伴う発掘調査

（羽曳野市）

高屋城期の整地層の下で
古墳周濠への大きな落込み斜
面

埴輪

指
定
地
外

②
1987 年度

（S62 年度）
宅地造成に伴う発掘調査

（羽曳野市）
周濠への落ち込み状の斜面 ―

③
1990 年度

（H２年度）
建物建設に伴う発掘調査

（羽曳野市）
周堤盛土の残存部、円筒埴輪
棺

円筒埴輪（３個体以上）

④
1991 年度

（H３年度）
建物建設に伴う発掘調査

（羽曳野市）
（既存建物による攪乱） 阿蘇溶結凝灰岩

⑤
1992 年度

（H４年度）
範囲確認調査

（宮内庁）
葺石の転落、盛土

須恵器（甕・杯身・杯蓋・器台）、
円筒埴輪、朝顔形埴輪、
蓋形埴輪

⑥
1995 年度

（H７年度）
駐車場造成に伴う発掘調査

（羽曳野市）
葺石や埴輪を改変した造成土

円筒埴輪（倒立技法・鰭付）、
形象埴輪（人物の腕・足）

⑦
1996 年度

（H８年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（羽曳野市）
段丘礫層地山面を掘削した溝
に埴輪片がまとまって出土

円筒埴輪

⑧
2007 年度

（H19 年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（羽曳野市）
周堤内側法面斜面 ―

⑨
2021 年度
（R３年度）

住宅建設に伴う発掘調査
（羽曳野市）

周堤外側法面、葺石 円筒埴輪・須恵器甕
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表 2-27　野中宮山古墳　史跡指定地周辺の主な発掘調査履歴

番号 調査年度 調査概要（実施主体） 検出遺構 出土遺物

指
定
地
外

①
1979 年度

（S54 年度）
施設建設に伴う発掘調査

（大阪府）
― 瓦、陶磁器

②
1980 年度

（S55 年度）
護岸改修に伴う発掘調査

（藤井寺市）
― 円筒埴輪、形象埴輪

③
1982 年度

（S57 年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（大阪府）
ピット、溝

土師器、須恵器、瓦器、青磁
碗

④
1984 年度

（S59 年度）
公園設置に伴う発掘調査

（藤井寺市）
後円部の葺石、基底石、造出し、
後円部堤部、壺形埴輪列

円筒埴輪、形象埴輪、壺形埴
輪

⑤
1985 年度

（S60 年度）
公園建設に伴う発掘調査

（藤井寺市）
前方部葺石、基底石、堤部 円筒埴輪、形象埴輪

⑥
1987 年度

（S62 年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（藤井寺市）
周濠肩部 円筒埴輪、形象埴輪

⑦
1988 年度

（S63 年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（藤井寺市）
堤北西コーナー 円筒埴輪、形象埴輪

⑧
1994 年度

（H６年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（藤井寺市）
落ち込み 円筒埴輪

⑨
1995 年度

（H７年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（藤井寺市）
外堤を輪郭づける掘り込み

鰭付円筒埴輪、円筒埴輪、
土師器、須恵器

⑩
2000 年度

（H12 年度）
建物建設に伴う発掘調査

（藤井寺市）
墳丘、葺石 円筒埴輪、形象埴輪

⑪
2004 年度

（H16 年度）
範囲確認調査

（藤井寺市）
埴輪列、葺石 円筒埴輪、形象埴輪

⑫
2010 年度

（H22 年度）
宅地造成に伴う発掘調査

（藤井寺市）
堤、溝 埴輪

⑬
2011 年度

（H23 年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（藤井寺市）
周濠 ―

⑭
2011 年度

（H23 年度）
住宅建設に伴う発掘調査

（藤井寺市）
周濠 ―

⑮
2015 年度

（H27 年度）
宅地造成に伴う発掘調査

（藤井寺市）
堤を輪郭づける掘り込み ―

⑯
2017 年度

（H29 年度）
宅地造成に伴う発掘調査

（藤井寺市）
外堤内側斜面 円筒埴輪、土師器、瓦器

ⅱ）古墳の保存及び周辺環境整備等の履歴

史跡指定以前も含めて、各古墳で実施された説明板や注意看板の施設、植樹や樹木伐採、フェ

ンスや杭柵の設置、その他の環境整備及び周辺で行われた修景等の整備は下記のとおりである。

なお、説明板については平成 28（2016）年までに統一したデザインを採用し、２か国語をはじ

め多言語表記のものにリニューアルが完了している。また、新しく史跡指定された古墳について

も統一したデザインのもと、多言語表記の説明板を設置していく。

表 2-28　史跡古市古墳群整備等履歴

番号 古墳名 整備概要

【１】 応神天皇陵古墳外濠外堤

案内板の設置（S60 年度）
暫定整備・緑化植栽（H８年度）
簡易トイレの設置（史跡南西部）（H14 年度）
植栽作業（史跡南西側）（H15 年度）
史跡囲柵施設の改修（史跡南西部）（H20 年度）
危険木の伐採（史跡南西部）（H21 年度）
里道法面養生（H22 ～ 24 年度）
解説板改修（史跡南西側）（H28 年度）
暫定整備（花畑・里道拡幅）（史跡地北半部）（H28 年度）
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番号 古墳名 整備概要

【２】 墓山古墳

水路改修（H22・23 年度）
フェンス修理（排水施設周囲）（H23 年度）
危険木の伐採（後円部外堤上）（H27 年度）
危険木の伐採（北側濠跡内）（R４年度）

【３】 城山古墳

標石３基設置（S38 年度）
説明板設置、記念植樹地、小山花しょうぶ園（H２年度）※「河内ふるさとのみち」整備事業

津堂草花園の整備、内濠と遊歩道の整備（H９年度）
ガイダンス施設建設（H11 年度）
後円部東側斜面保護盛土（H21 年度）
墳丘西側斜面及び西側平坦面保護盛土（H27 年度）※宮内庁管理柵修繕に伴う共同事業

西側内濠外縁の遊歩道整備（H27 ～ 29 年度）

【４】 古室山古墳

理用石柱、説明板設置（S33 年度）
後円部に梅木植樹（S52 年度）
前方部に桜木植樹（S54 年度）
説明板設置（S58 年度）
管理柵整備（S63 年度～）
説明板設置（H28 年度）
樹木伐採（R６年度）

【５】 大鳥塚古墳

管理用石柱、説明板設置（S33 年度）
水路護岸
管理柵整備
樹木伐採（R５年度）

【６】 はざみ山古墳
説明板設置（H10 年度）
樹木伐採（H13 年度）
説明板設置（H28 年度）

【７】 峯ヶ塚古墳

解説板設置（古墳東側）（S59 年度）
外濠植栽遺構表示（公園整備）（H元年度） ※史跡指定地外

案内板の改修（大判化。英語併記）（H２年度）
解説板改修及び設置（古墳東及び北側）（H７年度）
安全フェンスの設置（古墳北側）（H19 年度）
古墳西側の内堤と外濠部分を暫定整備（遺構表示）（H20 年度）※史跡指定地外

墳丘上の危険木の伐採（H26・27 年度）
展示ケースの設置・遺物展示（峰塚公園管理棟）（H27 年度）
解説板改修（古墳東及び北側）（H28 年度）
墳丘囲柵の改修（古墳北側）（H29 年度）
墳丘上の高木の伐採（H29 ～ R４年度）
墳丘囲柵の再改修（古墳北側）（R５年度）

【８】 鉢塚古墳
説明板設置（H13 年度）
説明板設置（H28 年度）
樹木伐採（R５年度）

【９】 鍋塚古墳 樹木伐採、保護盛土、張芝（H24 年度）

【10】 野中古墳
説明板設置（H11 年度）
説明板設置（H28 年度）

【11】 助太山古墳 保護盛土、張芝（H24 年度）

【12】 赤面山古墳 未整備

【13】 青山古墳
説明板設置（H13 年度）
説明板設置（H28 年度）

【14】 蕃所山古墳
保護盛土、張芝、コグマザサ植栽、管理柵設置（H12 年度）
説明板設置（H13 年度）
説明板設置（H28 年度）

【15】 稲荷塚古墳 樹木伐採（R５年度）

【16】 東山古墳 未整備

【17】 割塚古墳 説明板設置（H28 年度）

【19】 浄元寺山古墳
管理柵 ( フェンス ) 及び説明板設置（H14 年度）
説明板設置（H28 年度）
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番号 古墳名 整備概要

【20】 松川塚古墳 未整備

【21】 唐櫃山古墳 未整備

【22】 白鳥陵古墳周堤 説明板設置（R４年度）

【23】 仲姫命陵古墳周堤 未整備

【24】 安閑天皇陵古墳周堤 未整備

【18】 野中宮山古墳（未指定）
説明板設置（S61 年度）
墳丘護岸整備 ( 蛇籠設置 )（H17 年度）
説明板設置（H28 年度）

③土地所有及び管理の状況

史跡指定地は、藤井寺市並びに羽曳野市が所有している他、墓山古墳の墳丘や城山古墳の後円

部の一部は宮内庁が所有し、管理を行っている。また、民有地については所有者によって適切に

管理されている。なお、藤井寺市並びに羽曳野市は、現在のところ文化財保護法に規定される管

理団体になっていないが、今後、必要な手続きを経て管理団体をめざすものとする。

表 2-29　史跡古市古墳群　各古墳の土地所有状況・土地利用状況等一覧

番号 古墳名 墳形
墳長

（ｍ）
所在地 土地所有状況 指定年月日

【１】
応神天皇陵古墳
外濠外堤

前方後円墳 425

羽曳野市
誉田３・５・６丁目
藤井寺市
道明寺６丁目

羽曳野市
個人

昭和 53 年 10 月 30 日
昭和 60 年　１月 31 日
平成　元年　１月 24 日
平成　４年 12 月 28 日
平成　６年　３月 23 日
平成　７年　２月 20 日
平成 13 年　１月 29 日
平成 15 年　８月 27 日
平成 23 年　２月　７日
平成 30 年　２月 13 日
令和　２年　３月 10 日
令和　３年 10 月 11 日

【２】 墓山古墳 前方後円墳 225
羽曳野市
白鳥３丁目
藤井寺市野中３丁目

国
羽曳野市
藤井寺市
財産区
個人

昭和 50 年　２月 22 日
平成 26 年 10 月　６日
平成 29 年　２月　９日
平成 30 年 10 月 15 日
令和　３年 10 月 11 日

【３】 城山古墳 前方後円墳 210
藤井寺市
津堂他

国
大阪府
藤井寺市
宗教法人
個人

昭和 33 年　１月 21 日
昭和 41 年　３月 14 日
平成 27 年　３月 10 日

【４】 古室山古墳 前方後円墳 150
藤井寺市
古室２丁目

藤井寺市
個人

昭和 31 年　９月 22 日

【５】 大鳥塚古墳 前方後円墳 110
藤井寺市
古室２丁目

藤井寺市 昭和 31 年　９月 22 日

【６】 はざみ山古墳 前方後円墳 103 藤井寺市野中１丁目
藤井寺市
共有地

平成　８年　３月 29 日

【７】 峯ヶ塚古墳 前方後円墳 96
羽曳野市
軽里２丁目

羽曳野市
個人

昭和 49 年　４月 12 日
令和　５年　３月 20 日

【８】 鉢塚古墳 前方後円墳 60
藤井寺市
藤井寺４丁目

藤井寺市
昭和 54 年 12 月 22 日
平成 30 年　２月 13 日

【９】 鍋塚古墳 方墳 63
藤井寺市
沢田４丁目

藤井寺市
個人

昭和 31 年　９月 22 日
令和　４年　３月 15 日
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番号 古墳名 墳形
墳長

（ｍ）
所在地 土地所有状況 指定年月日

【10】 野中古墳 方墳 37
藤井寺市
野中３丁目

藤井寺市 平成　７年　２月 21 日

【11】 助太山古墳 方墳 36
藤井寺市
道明寺６丁目

藤井寺市 昭和 31 年　９月 22 日

【12】 赤面山古墳 方墳 22
藤井寺市
沢田２丁目

法人 昭和 31 年　９月 22 日

【13】 青山古墳 円墳
62

（72）
藤井寺市
青山２丁目

藤井寺市
個人
共有地

平成 13 年　１月 29 日

【14】 蕃所山古墳 円墳 22
藤井寺市
藤ヶ丘２丁目

藤井寺市 平成 13 年　１月 29 日

【15】 稲荷塚古墳 前方後円墳 50
藤井寺市
野中５丁目

個人 平成 26 年 10 月　６日

【16】 東山古墳 方墳 50
藤井寺市
野中２丁目

藤井寺市
法人
個人

平成 26 年 10 月　６日

【17】 割塚古墳 方墳 30
藤井寺市
藤井寺４丁目

藤井寺市
個人

平成 26 年 10 月　６日

【19】 浄元寺山古墳 方墳 67
藤井寺市
青山１丁目

藤井寺市
法人

平成 28 年 10 月　３日
平成 30 年　２月 13 日

【20】 松川塚古墳 方墳 20
藤井寺市
古室２丁目

藤井寺市
個人

平成 28 年　３月　１日 
平成 30 年　２月 13 日

【21】 唐櫃山古墳 前方後円墳 57
藤井寺市
国府１丁目

藤井寺市
平成 27 年　３月 10 日 
平成 31 年　２月 26 日

【22】 白鳥陵古墳周堤 前方後円墳 200
羽曳野市
軽里３丁目

羽曳野市
令和　３年　３月 26 日
令和　４年　３月 15 日

【23】 仲姫命陵古墳周堤 前方後円墳 290
藤井寺市
沢田４丁目

個人 令和　３年　３月 26 日

【24】 安閑天皇陵古墳周堤 前方後円墳
羽曳野市
古市５丁目

個人 令和　６年 10 月 11 日

【18】 野中宮山古墳 前方後円墳 154
藤井寺市
野中２丁目

藤井寺市
法人
宗教法人

未指定
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図 2-2　応神天皇陵古墳外濠外堤　東山古墳　土地所有区分図
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図 2-3　墓山古墳　野中古墳　浄元寺山古墳　土地所有区分図

図 2-4　城山古墳　土地所有区分図
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図 2-5　古室山古墳　大鳥塚古墳　赤面山古墳　土地所有区分図
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図 2-6　はざみ山古墳　土地所有区分図

図 2-7　峯ヶ塚古墳　土地所有区分図
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図 2-8　鉢塚古墳　土地所有区分図

図 2-9　鍋塚古墳　土地所有区分図 図 2-10　野中古墳　土地所有区分図
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図 2-11　助太山古墳　土地所有区分図

図 2-12　青山古墳　土地所有区分図
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図 2-13　蕃所山古墳　土地所有区分図 図 2-14　稲荷塚古墳　土地所有区分図

図 2-15　東山古墳　土地所有区分図 図 2-16　割塚古墳　土地所有区分図
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図 2-17　浄元寺山古墳　土地所有区分図 図 2-18　松川塚古墳　土地所有区分図

図 2-19　唐櫃山古墳　土地所有区分図



第２章　史跡古市古墳群の概要

35

図 2-20　白鳥陵古墳周堤　土地所有区分図

図 2-21　仲姫命陵古墳周堤　土地所有区分図


